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八
月
五
日
、
岩
国
・
呉
基
地

調
査
行
動
に
参
加
。
基
地
を
見

学
す
る
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て
。

中
に
入
れ
な
く
て
も
、
も
の
も

の
し
い
雰
囲
気
は
十
分
に
伝
わ

り
ま
し
た
。

米
軍
再
編
計
画
に
よ
り
核
攻

撃
機
の
配
備
が
五
倍
に
増
え
、

百
二
十
機
に
も
な
る
と
の
事
。

被
爆
地
で
あ
る
広
島
か
ら
、

核
爆
弾
搭
載
可
能
な
攻
撃
機
が

爆
音
と
共
に
頻
回
に
飛
び
立
つ

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
許
し
て

い
い
の
か
？
米
軍
へ
の
思
い
や

り
予
算
を
考
え
る
と
、
怒
り
が

沸
く
と
共
に
基
地
は
い
ら
な
い

と
強
く
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

 　

 

本
部　

「
広
島
は
暑
か
っ
た
！
」
こ
ん

な
日
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
ん

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

原
爆
ド
ー
ム
の
前
で
記
念
撮

影
し
、
平
和
公
園
内
の
記
念
碑

や
遺
跡
を
巡
っ
て
い
る
と
公
園

の
玄
関
口
に
あ
る
嵐
の
中
の
母

子
像
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。
像

の
前
で
写
真
を
撮
る
こ
と
も
で

き
ず
、
こ
み
上
げ
て
く
る
涙
を

お
さ
え
る
自
分
が
い
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
子
供
代
表
が

「
生
き
抜
い
て
く
れ
た
人
達
に

あ
り
が
と
う
。
私
達
ま
で
命
が

続
い
て
い
ま
す
」
と
話
し
た
言

葉
に
感
動
し
、
核
兵
器
を
実
際

に
使
わ
れ
て
し
ま
っ
た
広
島
か

ら
の
発
信
に
耳
を
傾
け
、
原
爆

や
戦
争
の
事
実
を
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

二
戸
支
部
○
○
○
○
○

八
月
六
日
の
昼
休
み
時
間
に
、

盛
岡
市
大
通
り
商
店
街
で
岩
手
自

治
労
連
や
盛
岡
地
域
労
連
な
ど
か

ら
十
九
名
が
参
加
し
、
核
兵
器
廃

絶
を
求
め
る
署
名
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
三
十
度
を
超
え
る
猛
暑
の

中
で
し
た
が
、「
今
日
は
広
島
に

原
爆
が
落
と
さ
れ
た
日
で
す
」
の

呼
び
か
け
に
多
く
の
方
が
足
を
止

め
、
四
十
分
間
で
九
十
八
筆
の
署

名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
八
月
九

日
に
も
同
じ
場
所
で
署
名
に
取
り

組
み
、
九
十
二
筆
の
署
名
が
集
ま

り
ま
し
た
。

原
水
爆
禁
止
二
〇
〇
八
世
界
大
会
は
、「
核
兵
器
も
戦
争
も
な
い

世
界
を
」
を
か
か
げ
、
八
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
広
島
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
に
は
、
九
ヶ
国
の
政
府
代
表
、
三
十
四
ヶ
国
の
海
外

代
表
も
参
加
。
二
〇
一
〇
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ（
核
不
拡
散
条
約
）
会
議
へ

向
け
、
国
際
署
名
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
し
、
終
了
し
ま
し
た
。

県
医
労
か
ら
は
二
名
、
岩
手
か
ら
は
三
十
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

世界大会－広島　開会総会（4日）

写真（上）＝家族で署名（9日）

（右）＝子どもの分も
　　しっかり署名（6日）

写
真 

右
＝
○
○
、
左
＝
○
○

八
月
六
日（
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
）、八
月
九
日（
ナ
ガ
サ
キ
デ
ー
）署
名
行
動

「
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
日
で
す
」

「
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
日
で
す
」

母
子
像
に

　

こ
み
あ
げ
る
涙

母
子
像
に

　

こ
み
あ
げ
る
涙

米
軍
い
い
な
り
の

　
 

政
府
を
許
す
な

米
軍
い
い
な
り
の

　
 

政
府
を
許
す
な

原水爆禁止2008世界大会in広島原水爆禁止2008世界大会in広島

核兵器のない
　  世界を求めて
核兵器のない
　  世界を求めて
核兵器のない
　  世界を求めて

嵐の中の母子像（平和公園）嵐の中の母子像（平和公園）

tanuki
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tanuki
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○
○
○
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タイプライターテキスト
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タイプライターテキスト

tanuki
タイプライターテキスト

tanuki
タイプライターテキスト
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●

tanuki
タイプライターテキスト
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全
国
に
約
一
〇
〇
〇
病
院
あ

る
県
立
、
市
町
村
立
等
公
立
病

院
を
、
半
分
な
く
し
て
し
ま
お

う
と
い
う
「
公
立
病
院
改
革
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
、
昨
年
十
二

月
、
総
務
省
か
ら
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

日
本
医
労
連
で
は
、
い
ち
早

く
こ
の
情
報
を
入
手
し
、
総
務

省
交
渉
で
「
自
治
体
病
院
つ
ぶ

し
の
方
針
を
出
す
な
」「
住
民

の
意
見
も
聞
か
ず
問
題
が
あ

る
」
と
追
及
し
て
き
ま
し
た
。

当
初
は
、
全
国
自
治
体
病
院
協

議
会
な
ど
も
反
対
を
表
明
し
て

い
ま
し
た
が
、
病
院
・
勤
務
医

の
集
約
化
で
医
師
の
労
働
条
件

の
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
、
改

革
す
る
場
合
の
必
要
な
財
政
措

置
が
示
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
発
表
段
階
で
は
自
治
体
病

院
開
設
者
協
議
会
な
ど
も
総
論

賛
成
を
表
明
す
る
に
至
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、

総
務
省
が
発
表
し
て
終
わ
り
で

は
な
く
、
次
は
各
都
道
府
県
が

計
画
を
作
成
し
、各
開
設
者（
私

た
ち
の
場
合
は
県
医
療
局
）
が

「
自
主
的
に
」
計
画
を
立
て
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

各
地
で
行
政
や
病
院
長
へ
の

説
明
会
、
セ
ミ
ナ
ー
等
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

「
地
域
医
療
を
守
ろ
う
」
と
い

う
こ
と
が
テ
ー
マ
と
な
り
、「
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」へ
の
批
判
＝「
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
総
務
省
の
人
で

な
く
、
公
認
会
計
士
が
作
成
し

た
も
の
」「
ど
ん
ど
ん
医
療
・

保
険
・
福
祉
か
ら
遠
ざ
か
っ
て

い
る
」
等
＝
が
公
然
と
話
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
大
事
な
こ
と
は
、
こ
う
し

た
内
容
を
私
た
ち
組
合
員
が
学

習
し
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
伝

え
て
い
く
こ
と
で
す
。
学
習
冊

子
を
各
支
部
に
送
り
、
八
月
末

に
は
再
編
等
の
対
象
と
な
り
そ

う
な
市
町
村
を
中
心
に
新
聞
折

り
込
み
チ
ラ
シ
を
入
れ
ま
し

た
。
支
部
で
、
分
会
で
、
地
域

に
必
要
な
医
療
と
は
何
か
、
地

域
医
療
の
重
要
性
を
話
し
合
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
域
医
療

懇
談
会
を
数
多
く
開
催
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

（2）人的資源の効率的活用
　小規模病院及び有床診療
所は、医師等の人員配置、経
営面からの効率性を勘案し、
中核病院への医師の集約、診
療所化、無床化等、経営形態
を見直し。

内
容
を
理
解
し

住
民
に
も
伝
え
よ
う

早
急
に
全
支
部
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
学
習
を
！！

早
急
に
全
支
部
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
学
習
を
！！

早
急
に
全
支
部
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
学
習
を
！！

再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
病
院
が
な
く
な
る
？
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七
月
六
日
、
岩
手

県
母
親
大
会
が
紫
波

町
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
午
前
は
医
療
、

環
境
、
農
業
、
男
女

平
等
な
ど
六
つ
の
分

科
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
、
ど
こ

も
入
り
き
れ
な
い
ほ

ど
の
参
加
者
で
あ
ふ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、

見
学
分
科
会
で
は
、

あ
ら
え
び
す
記
念
館

や
、
町
の
木
材
を
使

っ
て
建
て
ら
れ
た
小
学
校
・
保

育
園
の
見
学
な
ど
、
紫
波
町
の

掲
げ
る
「
百
年
後
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
循
環
型
町
づ
く

り
を
」
の
理
念
が
感
じ
ら
れ
た

分
科
会
で
し
た
。

午
後
の
全
体
会
は
、
サ
ン
・

ビ
レ
ッ
ジ
紫
波
を
会
場
に
、
紫

波
町
の
無
形
文
化
財
「
船
久
保

さ
ん
さ
」
で
開
幕
。
子
ど
も
と

大
人
が
一
緒
に
舞
う
力
強
い
振

り
に
、
拍
手
が
わ
き
ま
し
た
。

全
体
会
で
は
、記
録
映
画
「
い

の
ち
の
作
法
」
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
都
鳥
拓
也
さ
ん
・

伸
也
さ
ん
が
、「
沢
内

か
ら
も
ら
っ
た
希
望
」

と
題
し
て
、
沢
内
出

身
の
遠
藤
寿
美
子
さ

ん
の
司
会
の
も
と
に

ト
ー
ク
・
ト
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
。
母
親

大
会
史
上
最
年
少
二

十
五
歳
の
二
人
の
話

に
、「
未
来
を
感
じ
た
」

「
い
の
ち
の
大
切
さ
、
人
と
人

と
の
関
わ
り
の
大
切
さ
を
感
じ

た
（
地
域
力
）」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

初
め
て
町
段

階
で
行
わ
れ
た

今
年
の
母
親
大

会
に
は
県
内
か

ら
千
人
を
超
え

る
参
加
者
が
集

ま
り
、
県
医
労

か
ら
は
十
八
支

部
・
本
部
六
十

五
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

参
加
者
が
二
百
人
を
超

え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
女

性
も
男
性
も
人
間
ら
し
く

生
き
る
た
め
に
」
に
参
加

し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
年
代
・
職

業
の
方
の
話
が
聞
け
て
良

か
っ
た
で
す
。
と
く
に
、

パ
ネ
ラ
ー
の
育
児
休
業
中

の
男
性
の
話
を
聞
い
て
、

父
親
も
子
育
て
に
参
加
し

や
す
く
す
る
た
め
に
は
、

社
会
や
職
場
が
変
わ
る
必

要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
M
子
）

千厩、磐井、
南光支部の
みなさん

女性部

「船久保さんさ」でオープニング

トーク・トーク「沢内からもらった希望」

私たち
も

参加し
ました

。
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は
、
二
日
間
で
延
べ

日
本
母
親
大
会

は
、
七
月
二
十
六
〜

二
十
七
日
、
愛
知
県

名
古
屋
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
に

ケータイが子どもたちにどのような影響を与え
ているのか、考える機会になると思い、この分
科会に参加しました。
「子どもにケータイを持たせてもよいか？」と
悩むお母さん。その一方で「不登校でもケータ
イが人とのつながりとなり、立ち直るきっかけに
なっている」という発言も。ベビーカーを押し
ながら、あるいは、食事をしながらメールをし
ているママ、パパ。
インターネットカフェで一夜を明かす若者達に

とっては命に直結する問題。ケータイがなけれ
ば仕事に就くこともできません。
私たち大人は、ケータイの特性を知り、それ

を子どもたちに伝え、新しいコミュニケーショ
ン手段のツールとして、使われるのではなく、

使うということ
で、子どもたち
に寄り添ってい
かなければなら
ないと思いまし
た。
南光支部　　
○○○○

一
万
五
千
人
、
岩
手
か
ら
は
四

十
九
人
（
県
医
労
は
三
支
部
・

本
部
六
人
）が
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
名
古
屋
工
業
大

学
を
中
心
に
三
十
八
の
分
科
会

と
く
ら
し
を
守

ろ
う
！
」
な
ど
、

母
親
の
願
い
を

訴
え
て
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

二
日
目
は
全

ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご

や
に
入
る
と
、
壁
面

に
は
願
い
を
記
し
た

二
千
に
及
ぶ
ひ
ま
わ

り
の
花
。
午
前
は
地

元
中
学
生
の
和
太
鼓

と
踊
り
「
花
祭
り
」、

午
後
は
日
本
福
祉
大

学
生
の
ダ
ン
ス
な

ど
、
若
さ
あ
ふ
れ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
開

幕
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
一
橋

大
学
教
授
・
渡
辺
治

さ
ん
が
、
六
十
年
安

保
か
ら
現
在
ま
で
の

憲
法
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
講
演
。

今
日
の
運
動
で

は
、
ト
ヨ
タ
過
労
死

裁
判
の
合
唱
構
成
劇

が
感
動
的
で
し
た
。

ま
た
、
岩
手
か
ら
は

盛
精
従
組
が
母
親
大

会
で
二
度
目
の
訴
え

を
し
ま
し
た
。

「初めて参加しました」
二戸支部の○○○○さん（左）

と○○○○さん（右）

と
、「
い
の
ち

体
会
。
会
場
の

合唱構成劇で「トヨタ過労死裁判」を紹介 全 体 会（ポートメッセなごや）

南光支部の○○○○さん（左）
と○○○○さん（右）

ケータケータイ・イ・ネット社会と子どもネット社会と子どもケータケータイ・イ・ネット社会と子どもネット社会と子どもケータイ・ネット社会と子ども

日本母親大会日本母親大会inin 愛知愛知日本母親大会日本母親大会inin 愛知愛知日本母親大会in 愛知

暑暑いい！！暑暑いい！！暑い！
熱熱いい！！熱熱いい！！熱い！

第54回 母親大会母親大会母親大会母親大会母親大会
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日
本
医
労
連
第
五
十
八
回

定
期
大
会
は
七
月
二
十
九
日
か

ら
七
月
三
十
一
日
の
三
日
間
、

愛
知
県
豊
橋
市
に
お
い
て
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
代

議
員
、
傍
聴
者
、
役
員
、
三
百

三
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

県
医
労
か
ら
は
三
名
、
岩
手
か

ら
は
八
名
参
加
し
ま
し
た
。
今

大
会
に
は
、
医
療
問
題
で
の
世

論
が
盛
り
上
が
る

中
、
二
人
の
国
会

議
員
が
挨
拶
に
駆

け
つ
け
、
百
一
名

の
国
会
議
員
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

医
療
・
福
祉
再
生
、

増
員
、
組
織
拡
大
・

強
化
な
ど
全
て
の

議
案
が
採
択
さ
れ
、

〇
八
年
度
の
運
動

方
針
が
決
定
し
ま

し
た
。

田
中
執
行
委
員

長
は
、「
た
た
か
え

ば
変
わ
る
」
私
た
ち
の
運
動
が

世
論
を
作
り
、
政
治
を
動
か
し

て
き
た
。
今
年
は
、「
た
た
か

っ
て
、
変
え
る
」
運
動
に
し
た

い
と
挨
拶
。

討
論
で
は
、
岡
山
県
医
労
連

か
ら
、
増
員
署
名
を
野
球
の
オ

ー
プ
ン
戦
や
、
成
人
式
で
も
取

り
組
ん
だ
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

富
山
か
ら
は
、
介
護
現
場
を
め

ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
介
護
の

現
場
は
ま
っ
た
な
し
で
あ
り
、

全
国
的
な
行
動
を
提
起
し
て
欲

し
い
と
発
言
。
岩
手
か
ら
は
、

○
○
書
記
長
が
総
務
省
指
導
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
地
方

の
医
療
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
、

全
国
的
な
運
動
を
と
訴
え
ま
し

た
。大

会
討
論
は
三
日
間
で
六
十

九
本
で
し
た
。

大
会
で
発
言
す
る
○
○
書
記
長次回の看護部会は９月２５日（木）

１０時３０分から「プラザおでって」です！

第2回看護部会が8月20日（水）国保会館にて
開催されました。
今年も「安全・安心の看護」の実現に取り組む事

を確認し、秋には指導監交渉を行うことを予定しま
した。
看護部会では各支部の問題を議題に取り上げてい
ます。看護職員の皆さん！！どうぞ看護部会に参加し
て下さい。役員の方々は以下の通りです。

2008年度 看護部会役員体制
看護部会長

○
○

中央支部
千厩支部
宮古支部

副看護部会長

医
療
崩
壊
か
ら
再
生
へ

日
本
医
労
連
第
58
回
定
期
大
会

医
療
崩
壊
か
ら
再
生
へ

医
療
崩
壊
か
ら
再
生
へ

看護部会

─2008年度 役員体制決定！！──2008年度 役員体制決定！！─

tanuki
タイプライターテキスト

tanuki
タイプライターテキスト

tanuki
タイプライターテキスト

tanuki
タイプライターテキスト
○　○　○

tanuki
タイプライターテキスト
　

tanuki
タイプライターテキスト

tanuki
タイプライターテキスト

tanuki
タイプライターテキスト
○　○　○　○

tanuki
タイプライターテキスト
○　○　○　
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全
国
医
療
研
は
最
高
で
し

た
。
特
に
埼
玉
県
の
済
生
会
栗

橋
病
院
の
本
田
医
師
の
講
演
は

素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
参
加

で
き
な
か
っ
た
人
た
ち
に
伝
達

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

南
光
支
部　
○
○
○
○
○

人
手
不
足
で
毎
日
毎
日
が
残

業
で
す
。
疲
れ
も
取
れ
な
い
の

で
す
が
、
温
暖
化
対
策
の
為
、

エ
コ
活
動
も
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
未
来
の
子
ど
も
達
の
た
め

に
も
！！

二
戸
支
部　

キ
ョ
ン
キ
ョ
ン

七
月
号
の
新
春
パ
ズ
ル
「
ま
ち

が
い
は
七
つ
」
に
は
、
二
十
名
の

応
募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で
し

た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、
次

の
十
名
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
の
で

図
書
カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

キ
ョ
ン
キ
ョ
ン（
二
戸
支
部
）、

ク
ッ
キ
ー
マ
マ
（
中
央
支
部
）、

コ
ス
モ
ス
（
遠
野
支
部
）、Ｄ
Ｓ

子
（
北
上
支
部
）、
○
○
○
○
○
、

セ
ン
ト
ア
キ
（
以
上
、
胆
沢
支

部
）、
チ
ャ
ピ
ー
マ
マ
（
磐
井
支

部
）、
ド
ス
コ
イ
王
子
（
千
厩
支

部
）、
eco
な
人
（
高
田
支
部
）、

エ
ア
グ
ル
ー
ブ
（
大
船
渡
支
部
）

看
護
体
制
が
七
対
一
に
な
り

人
員
は
確
か
に
増
え
た
。
し
か

し
、
な
ぜ
か
み
ん
な
の
不
満
も

増
え
て
い
る
の
も
確
か
で
す
。

中
央
支
部　

ク
ッ
キ
ー
マ
マ

七
月
か
ら
水
沢
へ
引
っ
越

し
、
毎
日
の
通
勤
時
間
が
十
分

か
ら
四
十
分
へ
U
P

（>_<）
運
転
ヘ

タ
な
私…

。
自
分
の
運
転
に
酔

い
そ
う…
。大

東
支
部 　

夏
バ
テ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
も
当
た
ら

な
か
っ
た
し
、
今
年
の
夏
は
い

い
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
秋
に
は
何
か
い
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
よ
う
に…

ポ
ン
ポ

ン
。
祈
っ
て
い
ま
す
。

磐
井
支
部　

チ
ャ
ピ
ー
マ
マ

夏
が
過
ぎ
れ
ば
秋
。
秋
の
次

は
冬
。
冬
に
な
れ
ば
雪
道…

。

ま
た
恐
怖
の
通
勤
時
間
に
な
る

な
と
今
か
ら
考
え
て
し
ま
う
今

日
こ
の
頃
で
す
。

大
船
渡
支
部　

エ
ア
グ
ル
ー
ヴ

大
正
十
二
（
一

九
二
三
）
年
九
月

一
日
、
土
曜
日
。

東
京
付
近
は
未
明

か
ら
の
暴
風
雨
が

十
時
頃
に
は
収
ま

り
、
動
き
の
早
い

雲
の
切
れ
目
か
ら

真
夏
の
よ
う
な
太
陽
が
顔
を
出
し

た
。
あ
ち
こ
ち
の
家
庭
で
昼
食
の

た
め
の
火
を
使
い
始
め
た
。
午
前

十
一
時
五
十
八
分
、
神
奈
川
県
西

部
の
地
底
で
つ
い
に
岩
盤
の
大
破

壊
が
始
ま
っ
た
▼
一
瞬
の
う
ち

に
、
湘
南
地
方
、
横
浜
、
房
総
南

部
の
大
地
も
狂
っ
た
よ
う
に
波
打

ち
始
め
た
。
十
秒
後
東
京
も
揺
れ

だ
し
た
。
Ｍ
7.

9
。
烈
震
地
域
の

至
る
所
で
、
地
盤
・
道
路
・
橋
・

鉄
道
・
堤
防
な
ど
の
崩
壊
や
山
崩

れ
・
崖
崩
れ
が
地
震
と
同
時
に
発

生
し
、
走
行
中
の
列
車
の
脱
線
・

転
覆
も
二
十
本
以
上
に
及
ん
だ
。

一
万
八
千
戸
倒
壊
、
五
万
五
千
戸

以
上
焼
失
、
二
万
六
千
六
百
余
人

が
死
亡
。（
以
上
石
橋
克
彦
著
「
大

地
動
乱
の
時
代
」
よ
り
）
世
に
言

う
関
東
大
震
災
で
す
▼
岩
手
は
短

期
間
に
二
度
も
大
き
な
地
震
を
経

験
し
ま
し
た
。
関
東
大
震
災
を
起

こ
し
た
巨
大
地
震
は
、
突
然
起
き

た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
だ
っ

て
各
地
で
大
き
な
地
震
が
頻
発
し

続
け
て
い
ま
し
た
。
最
近
の
全
国

各
地
で
頻
発
し
て
い
る
地
震
は
、

や
が
て
起
き
る
で
あ
ろ
う
「
巨
大

地
震
」
を
予
告
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
て
な
り
ま
せ
ん
▼
九
月
一
日

は
、「
防
災
の
日
」
で
す
。「
自
然
」

は
私
た
ち
の
想
定
を
遙
か
に
超
え

た
動
き
を
し
ま
す
。
地
震
大
国
ニ

ッ
ポ
ン
の
備
え
は
万
全
で
し
ょ
う

か
。
答
え
は
否
で
す
。
原
子
力
発

電
所
が
列
島
各
地
に
点
在
し
て
い

る
現
状
を
ど
う
受
け
止
め
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。「
安
全
」
な

は
ず
の
原
子
炉
が
、
故
障
や
事
故

で
何
基
も
運
転
中
止
に
な
っ
て
い

ま
す
。
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
原

発
」。
国
民
の
命
と
安
全
を
考
え

た
政
治
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
に
な

る
前
に
、
し
つ
こ
く
問
い
続
け
ま

し
ょ
う
。

七
月
号
パ
ズ
ル

七
月
号
パ
ズ
ル

tanuki
タイプライターテキスト
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タイプライターテキスト
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タイプライターテキスト

tanuki
タイプライターテキスト
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上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
七
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
十
名
の
組
合
員
に
記
念

品
を
送
り
ま
す
。送
り
先
は
〒
〇

二
〇
│
〇
〇
二
三　

盛
岡
市
内

丸
十
一
│
一
、
県
医
労
「
懸
賞

パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は
九

月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま
た
、

抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ
ぶ
や
き
」

（
職
場
の
話
題
な
ど
何
で
も
）を
、

ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下
さ
い
。
県

医
労
新
聞
で
紹
介
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
匿
名
希
望
の

場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
書
い
て

下
さ
い
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）。
た

だ
し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記

念
品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の

記
入
も
お
忘
れ
な
く
！

職
場
川
柳

○
被
爆
国　

イ
ン
ド
の
核
は　

認
め
る
の

 

（
二
枚
舌
）

○
た
だ
で
上
げ　

そ
こ
か
ら
買
っ
て
る　

油
か
な

 

（
自
虐
の
政
府
）

○
秋
刀
魚
よ
り　

鯛
に
手
が
行
く　

原
油
高

 

（
食
通
）

○
人
足
り
ず　

夏
に
は
取
れ
ぬ　

夏
季
休
暇

 

（
ご
先
祖
様
）

○
8
月
に　

熱
燗
恋
し　

お
盆
過
ぎ

 

（
寒
ぅ
〜
）

3日（水）～4日（木） 
 日本医労連増員闘争全国交流集会
6日（土）～7日（日） 
 岩手医労連定期大会（ホテル大観）
10日（水） 給食問題研究会（アイーナ）
 院内保育所での医療局交渉（水産会館） 
13日（土）　いわて労連定期大会(アイーナ)   
20日（土）　支部長会議（県民会館）
24日（水）　衛生委員会担当者会議（水産会館）
25日（木）　看護部会（プラザおでって）
25日（木）～26日（金） 
 医労連共済全国交流会（千葉）
27日（土）～28日（日） 
 岩手医労連壮年部集会(愛真館)

2日（木） 女性部長会議（国保会館） 
4日（土） いのちと健康を守る東北セミナー（花巻温泉）
9日（木） 岩手医労連女性部定期大会（国保会館） 
11日（土）～12日（日） 
 メンタルヘルス全国交流集会（京都）
17日（金）　情勢学習会（ホテル東日本）
 元中央執行委員長・川口浩さんを偲ぶ会
18日（土）　第140回中央委員会（ホテル東日本）
19日（日）　医師・看護師・看護職員増やせ！
 地域医療を守れ中央集会（東京）
22日（水）～23日（木） 
 フレッシュセミナー（ホテル森の風）
25日（土）～26日（日） 
 フレッシュセミナー（ホテル森の風）
 はたらく女性の中央集会(東京)
 看護講座(長野)
28日（火） 看護部会 

9月の予定

10月の予定
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